
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月   
 

北 杜 市 橋 梁 長 寿 命 化  修 繕 計 画 

 

北杜市建設部道路河川課 

 



 

1. 長寿命化修繕計画の背景と目的 

 

 1）背景 

   

  北杜市（以下、「本市」という）では、平成19～20年度で当時管理する市道上の全橋梁の点検を

実施し、平成20～21年度にかけて、橋長5ｍ以上の橋梁及び橋長5ｍ未満のうち優先度の高い30

橋を加えた、計289橋を対象に「橋梁長寿命化実施計画」（以下「既計画」という）を策定し、従

来の対症療法型（一般型管理）※1から予防保全型（長寿命化型管理）※2へ管理手法を転換し、既

存橋梁の健全性の低下を防止・長寿命化を図ることで、橋梁の安全性の確保と、コスト縮減に繋げ

ていくこととしました。 

しかし、笹子トンネル天井板崩落事故を契機として、平成26年度に道路法改正および「橋梁定

期点検要領」（H26.6 国土交通省 道路局国道・防災課）が示され、長さ2ｍ以上の橋梁について5

年に1度の近接目視の定期点検が義務化される等、道路メンテナンス基準の改正がされ、平成26

～30年度の5年間において新基準による点検の一巡が完了しました。 

現在、既計画を基に早期措置段階の橋梁の初期対策を進めておりましたが、道路法等の改正後の

定期点検により、新たに初期対策が必要と診断された橋梁が増えたことや、予算の平準化などの影

響から、現計画の見直しを行い、一巡目の定期点検において、初期対策が必要とされた13橋に対

策を実施し、その後は予防保全段階の修繕へと移行していく、新たな計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、本市においては、公共施設等の管理、まちづくり、そして国土強靭化を総合的かつ計画的

に推進するため平成29年3月に北杜市公共施設等総合管理計画を策定しています。本計画は、こ

の総合管理計画に基づく個別施設計画として、市が管理する橋梁の長寿命化を図るため策定したも

ので、北杜市国土強靭化地域計画とも整合するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1…予防保全型（長寿命化型管理） 

  損傷程度が軽微なうちに、予防保全的措置を含めて対策を実施する管理手法。

安全の確保、修繕費の平準化、橋梁の長寿命化が図れる。 

※2…対症療法型（一般型管理） 

  損傷が甚大になってから、対症療法的に対策を実施する管理手法。 

損傷が大きくなってから対策を行うため、修繕に多額な費用を要する。 



 

 2）北杜市管理橋梁の現状 

 

北杜市建設部道路河川課が管理する市道上の橋梁は、、令和2年3月末現在で474橋（別紙リス

ト参照）あります。このうち建設年次が判明している橋が324橋、建設年次不明の橋梁が150橋と

なっています。 

  建設年次が判明している324橋のうち既に建設後50年を経過する橋梁は、63橋（19％）です

が、10年後には170橋（52％）、20年後には221橋（68％）に達します。（図-1） 

  一般に橋梁の耐用年数は、建設後50～60年といわれています。損傷が悪化してから修繕工事を

行うといった対症療法的な維持管理の場合、橋の修繕工事や架け替え工事にかかる費用が、急激に

増加していくことが予想されるため、損傷が軽微なうちに予防保全的な修繕を計画的に実施してい

く必要があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）目的 

 

本計画は、既計画から10年経過したことにより、現在までに実施した点検、修繕・架替えの実

績を踏まえた上で計画を見直し、限りある予算の中で効率的、かつ効果的な長寿命化修繕計画に練

り返すものです。また、維持管理コストの縮減・予算の平準化を図り、橋梁の健全性低下を防止し

寿命を延ばすこと及び安全性・信頼性を確保した道路ネットワークを恒久的に提供することを目的

とします。 

 

 

2. 対象施設 

 

  北杜市が管理する全ての橋梁474橋を計画策定対象橋梁とします。 

 

 

 

 

図-1 建設後50年以上経過する橋梁の割合（建設年次判明の324橋を対象） 

現在（R01） 10年後（R11） 20年後（R21） 

表-1 市道等級別計画策定対象橋梁数 

市道 1級 市道 2級 市道 その他 合計

全管理橋梁数 107 60 307 474



 

耐用年数（寿命）＝  初期性能  ×  使用・環境状況 × 維持・管理状況 
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3. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

1）健全度の把握に関する基本的な方針 

  

   本市では、本計画の対象となる474橋に   

ついて、定期点検を実施しています。今後も  

引き続き、市職員による簡易点検及び5年に 

1度の専門家による定期点検を実施していく 

こととします。 

   この定期点検の実施と、適切な維持管理・   

補修データの蓄積により、橋梁の長寿命化へ  

の取り組みを充実させていくこととします。 

 

 

2）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

橋の長寿命化とは、50年から60年という一般的な耐用年数（寿命）を超えても長期的に橋の

安全性を確保しながら維持管理していくことです。橋の寿命には、「初期性能」、「使用・環境状

況」および「維持・管理状況」の3つの要素が相互に影響します。初期性能は建設当初で決ま

ってしまいますが、残り2つの要素は維持管理の仕方で寿命が支配されます。 

したがって、橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として道路パトロール及び清

掃などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 点検車による点検実施状況（甲子橋） 

図-2 橋梁の寿命の概念について 



 

4. 長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

1）架替え・修繕の違いについて 

架替え・修繕は、架替え、補強、補修および維持の4種類に大別できます。 

 

① 架替え 

落橋の恐れがあるほどの構造上致命的な損傷がある場合や、道路線形の改善、河川断面を拡げ

るなどの利便性や機能性を向上させたい場合は、架替えが行われます。 

 

② 補強 

主に耐震補強が該当します。橋に関する基準は、「道路橋示方書・同解説」を例にとると、平成

29 年度版が最新の基準となっています。したがって、過去の基準（特に昭和 55 年以前）で建設

された橋は、現在想定されている最大級の地震発生時に使用不可となる可能性があるため、現行

の基準に対応させることを目的に行われるのが補強です。 

 

③ 補修 

橋に生じた損傷を修復し、もとの機能に回復させること目的とした措置をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 維持 

橋の機能を保持するため、日常計画的に反復して行われる清掃などの措置をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補修の対象となる損傷 

コンクリート床版の鉄筋露出 鋼桁の塗装劣化 

維持の対象となる損傷 

支承の土砂堆積 排水ますの土砂詰り 



 

2）長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

  既計画の方針のとおり、橋梁の損傷が深刻な状態に陥った段階で、大規模な修繕や架替えを実施

する対症療法型の維持管理から、定期的に点検を実施し、損傷が深刻に陥る前に修繕を実施する予

防保全型へと維持管理手法の転換することにより、橋梁の健全性の低下の防止・長寿命化を図りま

す。さらに計画的な維持管理により、修繕及び架替えに係るライフサイクルコスト（LCC）の縮

減・予算の平準化を図ります。 

  また、計画的に定期点検を実施し、最新の点検結果に基づき、適宜見直しを行っていきます。 

  計画的な予防保全を行うために、図-5のようなPDCAサイクルにしたがい、橋梁の管理を行いま

す。蓄積した橋梁点検結果や補修履歴を、橋梁の管理に有効活用していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 劣化予測イメージ 図-4 LCCイメージ 

Ｐ 

PLAN：長寿命化修繕計画の策定 

 

Ｄ 

DO：計画に基づく補修補強の実施 

    計画に基づく橋梁点検の実施 

Ｃ 

CHECK：計画の事後評価 

 計画の進捗管理 

 橋梁点検の整理 

Ａ 

ACTION：実施方針の見直し 

      実施計画の見直し 

 予算設定の見直し 

橋梁管理 

データベース 

図-5 管理手法についてのPDCAサイクル 



 

定義

Ⅰ  健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ
 予防保全段階 道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ
 早期措置段階 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置

を講ずべき状態。

Ⅳ
 緊急措置状態 道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

5. 計画期間 

 

  平成26年度から平成30年度にかけて実施された橋梁定期点検での、健全性の診断※において、

健全性Ⅲと診断された橋梁に対する補修を初期対策として計画し、その期間を5年間とします。 

  また、健全性Ⅱと診断された橋梁に対する予防保全的な補修をその後の55年間で完了し、計60

年間の計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：「橋梁定期点検要領 平成26年6月 国土交通省道路局国道・防災課」P.26） 

表-2 橋梁点検による健全性判定区分 

※健全性の診断…定期点検を行う者が、橋梁の状態の把握と次回定期点検までの間の措置の 

必要性について総合的な診断を行い、診断内容を表-2に示すとおり4つの区分に分類する。 



 

6. 対策の優先順位の考え方 

 

本計画では、橋梁の重要度に基づく優先順位と、橋梁の損傷状態に基づく補修優先順位とを分け

ることとします。 

重要度優先順位をもとに、新たな点検結果等により必要に応じて補修優先順位の見直しを実施し

ます。 

 

 

1）重要度優先順位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）補修優先順位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指標1：落橋すると集落が孤立する橋梁を優先する。 

・指標2：跨線橋、跨道橋を優先する。 

・指標3：緊急輸送道路に指定されている路線上の橋梁を優先する。 

・指標4：交通量区分が上位の橋梁を優先する。 

・指標5：指標1～4で同点の場合は、指標5-1～5-6の該当数の多さを優先する。 

・指標5-1：バス路線上の橋梁である。 

・指標5-2：緊急輸送道路または県道から避難所へのアクセス路線上の橋梁である。 

・指標5-3：橋長が15ｍ以上である。 

・指標5-4：落橋すると避難所へ行くための迂回距離が2km以上増加する。 

・指標5-5：生活道路（通勤・通学）上で除雪対象路線上の橋梁である。 

・指標5-6：各地域（旧町村）間もしくは市外を結ぶ路線上の橋梁である。 

・指標6：指標1～5で同点の場合は、橋長の長い橋を優先する。 

・指標1：健全性の判定区分が上位の橋梁を優先する 

 〔Ⅳ〕→〔Ⅲ〕→〔Ⅱ〕→〔Ⅰ〕の順で優先する。 

・指標2：対策区分が上位の橋梁を優先する 

〔Ｅ１・Ｅ２〕→〔Ｃ２〕→〔Ｃ１〕→〔Ｍ〕→〔Ｂ〕→〔Ａ〕の順で優先する。 

・指標3：重要度優先順位が上位の橋梁を優先する 



 

7. 個別施設の状態等 

 

「橋梁定期点検要領」（H26.6 国土交通省 道路局国道・防災課）に準拠し、平成26年度から平

成30年度に市管理橋梁の定期点検を実施しました。点検により得られた健全性の診断結果を総括す

ると、健全性Ⅲが19橋（4％）、健全性Ⅱが136橋（26％）、健全性Ⅰが319橋（67％）となります。

なお、既にこのうち健全性Ⅲの6橋、健全性Ⅱの6橋については、修繕が実施され、健全性Ⅰの状態

となっています。 

健全性Ⅱの予防保全段階の修繕を実施していくために、健全性Ⅲの早期措置段階の橋梁に対する

修繕（初期対策）を優先的に実施する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義 橋梁数 割合

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 319 橋 67.3%

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全

の観点から措置を講ずることが望ましい状態。
136 橋 28.7%

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期

に措置を講ずべき状態。
19 橋 4.0%

Ⅳ 緊急措置状態
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可

能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。
0 橋 0.0%

474 橋 100.0%

区分

合計

図-6 健全性区分別橋梁数 

表-3 健全性区分別橋梁数 



 

8. 対策内容と実施時期 

 

今後5年間（令和2年度～令和6年度）の修繕計画を表-4に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和2年3月時点での計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4 今後5年間の修繕計画 

R02 R03 R04 R05 R06

2020 2021 2022 2023 2024

A-0068 無名47 3.2

H-0045 大武川橋 126.3

S-0027 大沢橋 17.9

A-0006 飛津橋 36.0

S-0090 境橋 75.1

A-0036 無名20 5.7

S-0026 小森川橋 59.0

S-0012 御門中橋 35.0

S-0011 御門橋 28.5

K-0050 宮久保橋 21.5

T-0087 大源橋 10.4

T-0008 天神橋 14.2

T-0002 小深沢橋 8.4

T-0055 山の神大橋 7.8

T-0047 南部横断9号橋 5.3

T-0030 六ヶ村堰上橋 4.8

S-0061 堤橋 3.6

T-0012 西原尻橋 10.4

S-0020 釜瀬1号橋 8.5

橋梁

番号
橋梁名称

橋長

（ｍ）

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

設計

設計

設計

設計

設計

設計

設計

設計

設計

設計

工事設計



 

9. 対策費用 

 

  長寿命化修繕計画を策定する474橋について、今後60年間の事業費を比較すると、従来の対症

療法型が約371億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が約107億円となります。

したがって、約264億円（約71％）のコスト縮減効果が見込まれます。（図-7） 

  また、損傷に起因する通行制限等が未然に防止され、道路の安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 計画策定担当部署 

 

  北杜市 建設部 道路河川課 

 

   〒408-0188 山梨県北杜市須玉町大豆生田961-1 

   TEL：0551-42-1363（直通） 

   FAX：0551-42-2235 

   URL：http://www.city.hokuto.yamanashi.jp 

   E-mail：info@ city.hokuto.yamanashi.jp 

図-7 長寿命化修繕計画による効果 


